






























には、使用環境の問題を整理する必要 ある。本節で 後 考察の前提として 近世の鹿苑寺境内におけ 建築物の状況について簡潔に触れておく。
本稿が問題とする江戸時代の鹿苑寺境内の状況については、正保二




































座・需首座・寅蔵主・藤侍者・壽恩、點茶、爲見書院新築也。 」とあり、鹿苑寺の書院が新築されたと記さ てい 。これ以降、 『隔蓂記』には書院に関する記述 度々見 れる。その規模は不明ながら 延宝六年以前、第二世鳳林承章の時代に、床を有する が鹿苑寺境内に存在していた。（二）鹿苑寺伝来品に関する諸資料の精査ａ） 、
 〔元禄拾六年差出















  自讃之像〉 、 〈後水尾院宸翰衣笠山之御製〉の二点が挙げら








国寺訳書」の外題があり、左下に「相國寺」と墨 きされる一方、右下には朱文方印と目され 「鹿苑寺」の印章が押され いかなる時期に、いかなる理由で相国寺の縁起が鹿苑寺 もたら たかについては明らか し得ないが、第六紙末尾には「元禄十六年癸未五月廿九日」の日付が入れられ、先の〔鹿苑 由緒書〕と全体の構成が共通していることから、同時期に同様 目的によって作成さ たものと知れ
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  南堂賛〉 、 〈後小松院宸翰記録






































目に「御所司代久世出雲守様御巡見之事」と 幕府関係者 よる諸々の巡見に際しての準備の経過を記すもので、記録は断片 ながら安永元年（一七七二）より文化三年（一八〇六）に至る。
注目されるのは、記録の所々に巡見に際しての室礼が記され、床に




























者が瞥見した限りでは巡覧の室礼 さ のは弘化四年の記録のみである。しか ながら、掛け軸以外の什物に関しても詳細な記述が見られ、巡覧の室礼を考察する上で参考になる点が多い。ｇ） 、
















に取り調べを行った上で元の場所に返した、ということが読み取れる。乙丑は慶応元年（一八六五）を指すものと判断される。理由列記される軸物の中に鹿苑寺十世 北澗承学の頂相が含まれることである。北澗承学は天保三年（一八三三）より鹿苑寺の住持となり、嘉永二年（一八四九）に示寂した。 方 乙丑 大正十四年（一九二五）とすると、十 世憲道周顕、十二世貫宗承一、 十 世寛道宗徳の頂相が含まれないことになり、料紙や装丁の状況からも大正期 は隔たりがある。
更に「皈本」の先を慶雲院とするか、本山相国寺とするかは慎重に
判断すべきであるが、素直に慶雲院と解するならば、慶雲院は明治五年（一八七二）に廃絶したため、本資料の年代 更に狭まり、慶応元年より明治五年の間 な 。これは 頂相に含まれて い十一世憲道周顕及び十二世貫宗承一の示寂の時期を顧慮しても、矛盾しない年代である。
以上のように、本資料は、表題に対象とする軸物の所在を「中蔵」
吉田　卓爾 （ 5 ）
京都産業大学論集 人文科学系列 第 51 号 平成 30 年 3 月
と明記すること、年代をある程度限定できること、必要最低限の情報を伴って簡潔に作品名を列記す ことから、幕末より維新にかけて鹿苑寺に伝来した軸物の状況 知り得 資料として貴重である。
何より、管理番号の振り方や注記の内容から、本資料が外部への提
出ではなく、山内での軸物の管理を主目的に作成された様子が窺える。このような本資料の性質は、後に挙げる明治期の諸資料とは決定的に異なる部分である。ｈ） 、





〔博覽會差出品目奉伺口上書〕 には日付 「壬申三月四日」 と受取人 「京都府御廰」が記され、表題と日付、内容から、明治五年 開催された第一回京都博覧会への出品要請に対する口上書、 〔博覽會差出候品目〕はこの口上書と併せて作成された 品目録と見做される。什物六点の具体名が記され、維新直後、明治初期の什物の状況が垣間見られる。ｉ） 、






である。第一紙冒頭に「什品目録 とあり 第三紙前半の一行目まに計三十一点の什物名を列記する。その後、第三紙前半の末に「壬申九月」の年月、鹿苑寺十二世「貫宗」の名及び印章が入れられる。また第三紙後半、背表紙にあたる位置には「京都府御廰」とある。前出の〔博覽會差出品目奉伺口上書〕及び〔博覽會差出候品目〕の場合とは異なり、口上書の部分が存在せず、京都博覧会との関連を明示す内容 見出されないが、第三紙後半に「京都府御廰」 記されること
から、鹿苑寺が所有する什物に関する情報を京都府庁へ提供する目的で作成された資料であることは明確であ 。ｊ） 、















































項には、いま挙げた二作品に〈硯（漢武帝築作栢梁臺之古尾） 〉を併せて、 「右三品鳳林和尚住持之時自／後水尾院賜々」と記されて る。〈硯（漢武帝築作栢梁臺之古尾） 〉に関しては、これまでその存在が未確認であったが、今回の調査により、現在も鹿苑寺において保存・管理されていること 明らかとなっ 。ｂ） 、
 〈金森宗和書状〉 、 〈花筒（金森宗和作） 〉 、 〈高麗茶碗（雨龍） 〉 、 〈壱重切筒花生（片桐石見守作） 〉








飛脚来、書状給、先日令約束 花入筒被切、両筒爲持、被越 給也。壹ツ者如常 壹ツ者尺八切也。彦西堂・吉権右衛門江亦花筒切被恵
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守が承章の元を訪れ、饗応し、山上で竹を切り いたことも記されている。ｃ） 、 〈正親町天皇宸翰〉 （図
21）
前節で取り上げた明治二十八年提出と目される 〔鹿苑寺明細帳 （仮） 〕






があり、この宸翰は、鳳林承章を継いで鹿苑寺四世となる文雅慶彦に対して、船越外記という人物から為された表具の依頼に関す 記述の中で登場するのである。即ち この時点では、 「菊粧如錦」 題される宸翰の持ち主は なる人物ということになる。本品が如何なる経緯で鹿苑寺所有となったかについては、伝来時期の問題を主とし













く足利義満の肖像画として最も有名な鹿苑寺本の〈足利義満像（伝鳥井雅親賛） 〉と目される 諸先学において、 『隔蓂記』の本記述に関する指摘が見出されないことの背後に何らかの配慮が有ったのか否かは知る由も無いが、本作品の伝来については、 『隔蓂記』中の記述が現在知り得 最も古い記録と る。一山一寧の法脈を継ぐ玉龍庵八世の愚渓等厚より恵まれたという記述から、少なくとも、この時点までは、鹿苑寺には伝来していなかった であり また、玉龍庵に貸していた訳でも、預けていた訳でも い。これ以前の伝来に関しては今後の課題ながら、玉龍庵の 品 ある 、愚渓等厚が外部から入手したも であるかは判然とせず、当然、制作当初は鹿苑寺周辺に伝えられていた可能性もある。ｆ） 、 〈足利直義軍勢催促状〉 （図





























































蓂記』全体を通して義満自筆の御文に関する記述は先に挙げるのみであり、寛永二十一年九月から 月にかけて表具を誂えた「天山御自筆之御文」と義満 百五十年忌に用いられている「鹿苑院之御自筆」とは一致する可能性が甚だ高い。即ち 鳳林承章は二百五十年忌に用いることを念頭に置いて「天山御自筆之御文」の表具を誂えておいたのかもしれない。
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物・亀山院（宸）翰之小色（紙） 、其外自誾公、相頼之掛物等之（表具）也。 」とあり、 「夢窓國師大文字掛物」は承章の所持品であるか、あるいは晴雲軒か鹿苑寺の什物であると 做 即ち、承章の指揮が及ぶ範囲に夢窓国師の墨蹟が存在していたことを確認できる。『隔蓂記』寛文元年九月廿九日の条には後水尾天皇が鹿苑寺に御幸された様子が記されている。途中、 「於御室、御幸」とあるが、 「還幸之御跡」とあり、その後、 「於書院 筆 掛物前、 （後略） 」とある。さらに、 「入風呂」のあと、夢窓忌 宿忌 ため「及暮、而赴相國寺也。 」 とある。記録の前後関係から、 「於書院、夢窓筆之掛物前 （後略）という記述の「書院」は鹿苑寺の書院を指すと目され、この鹿苑寺の書院に「夢窓筆之掛物」が掛けられた 解される。先の慶安四年の記録における「買却之談合」という記述には、二つ
の問題が含まれている。第一は、開山夢窓国師の墨蹟で っても、個人の独断で購入や売却の判断をすること できなかったこ である。第二は、古画や古筆の購入および売却に際して、常に真贋が問題 さ
れていたことである。大きくは以上二点を満たすために談合の場が設けら たと考えて差し支えないであろう。
本山相国寺が開山夢窓国師の墨蹟を購入するか否か真剣に検討して
いる再興期において、鹿苑寺が開山夢窓国師の墨蹟を複数所有していたとは考え難い。先の四件の墨蹟のうち、 〈応無所住〉 ・ 〈而生其心〉の双幅は、前述の『隔蓂記』慶安四年の記録にある墨蹟と内容が一致するため、既に鹿苑寺に〈応無所住〉 ・ 〈而生其心〉の双幅が伝わる状況下で、 『隔蓂記』 記録にあるような事 起こり得 のか疑問である。次に 〈迷生寂乱〉 の墨蹟には印章も款識もなく、 『隔蓂記』 記録の如く、何の疑いもなく「夢窓國師大文字掛物」 、 「夢窓筆之掛物」といった表記になるであろうか。ま 、進道偈なる墨蹟については字 小さい小品であり、少なくとも寛永十九年の記録にある 「夢窓國師大文字掛物」とは一致しない。
以上の理由により、現存する四件の墨蹟の中で、 『隔蓂記』の記録
に合致する可能性が残されるのは、印章を伴う〈無常迅速生死事大〉の墨蹟のみである。ただし、 〈無常迅速生死事大〉の墨蹟が「大文字」に当たるか否かは、解釈の分かれるところ あろう。ｊ） 、
 〈東照宮台翰 （仮） 〉 （図




いて、徳川幕府に関するも として 、 〔鹿苑寺蔵中諸軸物牒〕に〈東照宮台翰（仮） 〉 、 〈台徳院殿秀忠公御自筆之御文（仮） 〉の二件が挙げられ、現在も鹿苑寺に伝来している。両資料は内容的には鹿苑寺と無
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而於閣、而半齋行導也。鹿苑院殿之前盛物拾貳ケ・三具足、本尊前盛物貳ケ、夢窓國師之前盛物貳ケ也。 」 、とある。また、法会の進行や焼香の順を記し「於金閣本尊前」 、 「次夢窓前焼也」 、 「次鹿苑院前焼香也」とある。これらの記述から、法要は主に金閣が使用され、 「元禄拾六年差出
  鹿苑寺訳書」に記される金閣一層の尊像、即ち昭和の焼失前
まで伝来した「阿弥陀三尊像」 、 「夢窓國師像」 、 「足利義満像」が礼拝対象になったと見做される。
一方で、方丈の様子についても記されており、十一日の条には「方
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一致する。即ち探幽が大智院蔵の文正筆〈鳴鶴図〉 実見 、これを規範として制作を行ったことが明らかとなる。ただし、現存す 〈飛鶴図〉の落款には「承応三年二月」とあり、落款を信ずるならば、先に挙げた明暦元年八月十五日よりも前に、既に大智院蔵の文正筆〈鳴鶴図〉を目にしていたことになる。とすれば この時の閲覧希望は別の制作の準備だったのであろうか。
明暦三年四月十二日に鹿苑寺で行われた足利義満二百五十年忌や、






可唱小拈香拙偈一首之故、先淸衆直呼方丈居間、而披改布衣。前住・西堂衆者於奥書院、而休息、其中拈香拙偈令見之也。 」とあることから、方丈の奥に書院があったと目され、問題を と書院と 位置関係だけに限定すれば、方丈と書院 は文雅慶彦による再建事業以前の段階で、現在と近い配置であった可能性が高い。ｂ） 、
 〔鹿苑天皇三百年忌略記〕 （新出資料、 〔鹿苑寺遠忌諸記録（仮） 〕（図
20）のうち） （参考資料ｎ（甲） ）
宝永四年の三百年忌の記録は、表題に「略記」の語が含まれる通り、
































48） 、 〔鹿苑院太上天皇四百五拾年遠御忌畧記〕 （図
49）については図版の紹介に留めるが、遠忌記録と他の諸資料とに記






























伝来する美術作品・什物の伝来、信仰の場における美術作品・什物の機能や役割、近世鹿苑寺における信仰の在 方や変遷 考察してきた。多種多様かつ膨大な数に ぼる資料を対象としたことにより、論点が多岐に亘り、煩雑な内容となったことは反省せざるを得ない。しかしな ら、遠忌という信仰の場 対象を限定するこ によ
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り、鹿苑寺・相国寺が有する美術作品・什物の従来知られることの無かった新たな側面が見出され、同時に今後取り組んでいかなければならない問題が具体的に浮かび上がってきことも確かである。
資料の精査においては、 〔境内由緒書〕や〔巡覧記〕等、広く資料
を求めることにより、鹿苑寺 伝来する絵画、彫刻、建築物、その他の文化財に関して理解が進んだものと思われる。また、現存作品との同定が可能か否かは別として、 『隔蓂記』に見出される の当時の受容背景や鳳林承章の思想や教団活動 ついて考察 ことで初めて、当時 美術作品・什物に求められ 条件や機能が垣間見ら 部分もあった。
とりわけ遠忌記録の分析からは、鹿苑寺 ける信仰の在り方や変
遷、また信仰の場における美術作品・什物の機能や役割の変遷について、様々な成果が得られた。後水尾天皇指揮 よる狩野探幽、尚信、安信合作の〈観音猿猴図〉の受容状況の変遷、近世鹿苑寺における金閣の使用例としての足利義満遠忌 問題など、様々な点におい より明確な問題が浮かび上がりつつある。
一方で、諷経、宿忌、半齋の区別等、遠忌記録分析の精度をより高










































































































































































































11） 『狩野探幽展』 （展覧会図録 日本経済新聞社、二〇〇二年。二二四頁。
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11） 『君臺観左右帳記』 （ 『新校
  羣書類従















































































































































11） 『大本山相国 と金閣・銀閣の名宝展』 （展覧会図録）読売新聞大阪
本社、二〇〇四年。三九頁。
（図











































































































































































































































































〈 観音図〉 ／伝牧谿筆、 〈 寒山拾得図〉 ／可翁筆



































猿猴図、 牧谿筆（ 伝） 、 徳川美術館所蔵。




〈 韋駄天猿猴図〉 、 牧谿筆、 福岡市美術館蔵


































隔蓂記 ②328・329 無準師範大和尚四百年遠忌（仏観円照禅師） 慶安1年 1648 3月18日 相国寺 諷経、焼香、行導 (記述なし) 法堂（諷経、焼香、行導）
法堂本尊前、於法座、而無準和尚
之位牌居之 (記述なし) 無準忌之宿忌者無之也。 (記述なし)
相国寺史料 ③511 無準師範大和尚四百五十年遠忌 元禄11年 1698 3月18日 相国寺 (記述なし) (記述なし) 法堂（半齋） 掛尊像於法座 (記述なし) (記述なし) (記述なし)
相国寺史料 ⑤83 無準師範大和尚五百年遠忌 寛延1年 1748 3月18日 相国寺 半齋無、宿忌、獻粥、攀四百年忌之例 (記述なし) 法堂（焼香、點供、拈香） 設尊像於法座 (記述なし) (記述なし) (記述なし)
表2、【無学祖元の遠忌記録】







隔蓂記 ①5・6 仏光國師三百五十年遠忌 寛永12年 1635 9月3日 真如寺 宿忌、半齋 方丈（半齋） (記述なし) 方丈：本尊、仏光國師像 (記述なし) (記述なし) (記述なし)
相国寺史料 ③180・181 佛光國師慈像安置 延宝8年 1680 9月3日 相国寺 安置圓明塔中 (記述なし) (記述なし) (記述なし) 大佛師法橋了無手 祖塔
相国寺史料 ③258 仏光國師四百年遠忌 貞享2年 1685 8月9日8月10日 相国寺 宿忌、半齋 (記述なし) (記述なし) (記述なし) (記述なし) (記述なし) (記述なし)
相国寺史料 〃 〃 貞享2年 1685 9月2日9月3日 真如寺 【正當】 (記述なし) (記述なし) (記述なし) (記述なし) (記述なし) (記述なし)
相国寺史料 ④486 仏光國師四百五十年遠忌 元文1年 1736 8月2日 相国寺 宿忌 (記述なし) (記述なし) (記述なし) (記述なし) (記述なし) (記述なし)
④486 仏光國師四百五十年遠忌 元文1年 1736 8月3日 相国寺 (記述なし) 法堂（半齋） (記述なし) (記述なし) (記述なし) (記述なし) (記述なし)
④486 仏光國師四百五十年遠忌 元文1年 1736 9月3日 真如寺 【正當】 (記述なし) (記述なし) (記述なし) (記述なし) (記述なし) (記述なし)
相国寺史料 ⑥292・293 仏光國師五百年遠忌豫修 天明5年 1785 8月11日 相国寺 宿忌、半齋 (記述なし) 法堂（拈香半齋） 國師木像安之 (記述なし) (記述なし) (記述なし)
相国寺史料 ⑥292・293 仏光國師五百年遠忌豫修 天明5年 1785 8月11日 木下寶慈院 拈香半齋 方丈（湯漬） (記述なし) (記述なし) (記述なし) (記述なし) (記述なし)
相国寺史料 ⑥301-307 仏光國師五百年遠忌 天明5年 1785 9月3日 真如寺 宿忌、拈香、半齋 方丈（湯漬） 法堂（拈香、半齋） 開山（無学祖元）頂相慈照珍蔵両掛開山墨跡相国寺大横物 (記述なし) 押物維明西堂書 (記述なし)
相国寺史料 ⑨135 佛光國師五百五拾年忌遠 天保8年 1838 9月3日 相国寺 拈香半齋 法堂（拈香半齋） (記述なし) (記述なし) (記述なし) (記述なし) (記述なし)
相国寺史料 ⑨181 佛光國師五百五十年忌遠 天保11年 1841 9月3日 真如寺 宿忌、半齋 (記述なし) (記述なし) (記述なし) (記述なし) (記述なし) (記述なし)
表3、【高峰顕日の遠忌記録】







隔蓂記 ⑥96・97 佛國師三百五十年遠忌 寛文5年 1665 10月20日 相国寺 諷経 法堂（獻粥、諷経）方丈（齋會） (記述なし) (記述なし) (記述なし) (記述なし) (記述なし)
相国寺史料 ④247 佛國々師四百年忌 正徳5年 1715 10月20日 相国寺 宿忌、半齋 凾丈（齋會） (記述なし) (記述なし) (記述なし) (記述なし) (記述なし)
相国寺史料 ⑤353・354 佛國國師四百五十年遠忌 明和2年 1765 10月20日 相国寺 (記述なし) (記述なし) (記述なし) (記述なし) (記述なし) (記述なし) (記述なし)












相国寺史料 ③180・181 佛國國師慈像安置 延宝8年 1680 10月20日 相国寺 安置圓明塔中 (記述なし) (記述なし) (記述なし) (記述なし) 令佛工法橋了無彫刻 祖塔
表4、【太清宗渭の遠忌記録】







相国寺史料 ③335-337 太清宗渭大和尚三百年遠忌 元禄2年 1689 5月19日 相国寺 半齋、宿忌 雲頂院（半齋） 無畏堂〔法堂〕（半齋） 法座：畫像 (記述なし) 因塔頭敗滅寮舎狭小、借鹿苑院修行 鹿苑院
相国寺史料 ④525 太清宗渭大和尚三百五十年遠忌 元文5年 1740 6月19日 相国寺 (記述なし) 法堂（拈香、半齋）雲頂院（半齋） (記述なし) (記述なし) (記述なし) (記述なし) (記述なし)
相国寺史料 ⑦67 太清宗渭大和尚四百年遠忌 寛政2年 1790 6月19日 相国寺 半齋 (記述なし) 法堂（半齋） 天眞（集膺）西庵《玉龍庵》へ肖像借用之事申入 (記述なし) (記述なし) 祖師堂
表5、【雲溪支山の遠忌記録】















(記述なし) (記述なし) (記述なし) (記述なし) (記述なし)
相国寺史料 ③338 雲溪支山大和尚三百年遠忌 元禄2年 1689 11月14日 相国寺 宿忌、半齋 玉龍庵（宿忌）法堂（半齋） (記述なし) (記述なし) (記述なし) (記述なし) (記述なし)
相国寺史料 ④526・527 雲溪支山大和尚三百五十年遠忌 元文5年 1740 11月14日 相国寺 宿忌、半齋 玉龍庵（宿忌）法堂（半齋） (記述なし) (記述なし) (記述なし) (記述なし) (記述なし)
相国寺史料 ⑨181・182 雲溪支山大和尚四百五十年遠忌 天保11年 1841 10月14日 相国寺 宿忌、半齋 玉龍庵（宿忌）法堂（半齋） (記述なし) (記述なし) (記述なし) (記述なし) (記述なし)
表6、【一山一寧の遠忌記録】







隔蓂記 ⑥314・315 一山國師大和尚三百五十年遠忌 寛文6年 1666 10月25日 相国寺 諷経・焚香 (記述なし) 法堂（諷経・焚香） 法座掛在一山國師逍像 (記述なし) 御影者玉龍庵有之、令借用之由也。自雲頂院與玉龍庵、（後略） (記述なし)
隔蓂記 ⑥314・315 一山國師大和尚三百五十年遠忌 寛文6年 1666 10月25日 相国寺 焼香 (記述なし) 瑞春軒（焼香） 令掛御影正面、一頭也。（玉龍庵本か） (記述なし) (記述なし) (記述なし)
相国寺史料 ⑤370 一山國師大和尚四百五十年遠忌 明和3年 1766 11月25日 相国寺 宿忌、半齋 瑞春庵（宿忌）法堂（半齋） (記述なし) (記述なし) (記述なし) (記述なし) (記述なし)
相国寺史料 ⑧340・341 一山國師大和尚五百年遠忌 文化13年 1816 10月25日 相国寺 諷経・楞嚴呪 法堂（諷経）祖師堂（楞嚴呪） (記述なし) (記述なし) (記述なし) (記述なし) (記述なし)
表7、【観中中諦の遠忌記録】







隔蓂記 ③632-633 性真円智禅師大和尚二百五十年遠忌 承応4年 1655 4月2日 相国寺 半齋 (記述なし) 法堂（半齋） 観中和尚之御影自普廣院、令借用、掛在法座。 (記述なし) (記述なし) (記述なし)
隔蓂記 ③632-633 性真円智禅師大和尚二百五十年遠忌 承応4年 1655 4月2日 相国寺 宿忌 (記述なし) 普廣院（山門之宿忌） 仏壇：観中掛御影 令掛十六羅漢也 (記述なし) (記述なし)




(記述なし) （記述なし） （記述なし） （記述なし） (記述なし)













隔蓂記 ③465・466 広照國師大和尚二百五十年遠忌 承応3年 1654 4月3日 相国寺 諷経、宿忌、半齋 (記述なし) 法堂（諷経、宿忌、半齋） 法堂之正面、而掛御影 (記述なし) (記述なし) (記述なし)
隔蓂記 ③467・468 広照國師大和尚二百五十年遠忌 承応3年 1654 4月5日 相国寺 作善、宿忌 (記述なし) 勝定院（作善、宿忌） 於中間透、而掛在絶海師像、（後略） (記述なし) 「無本尊、而御影而已。」 (記述なし)


















相国寺史料 ⑤138・139 広照國師大和尚三百五十年遠忌 宝暦1年 1751 4月5日 相国寺 (記述なし) 長得院（半齋）善應院（宿忌、半齋） 法堂（拈香半齋） 法座掛慈像 (記述なし) (記述なし) (記述なし)



































相国寺史料 ④499 龍湫和尚三百五十年遠忌 元文2年 1737 9月9日 相国寺 （記録なし） 慈照院 ※記録紛失 （記録なし） （記録なし） （記録なし） (記述なし) （記録なし）
相国寺史料 ⑥385-391 龍湫和尚四百年遠忌 天明7年 1787 9月8日 相国寺 宿忌、半齋 慈照院（宿忌、半齋） （記録なし） （記録なし） （記録なし） (記述なし) （記録なし）
相国寺史料 ⑥385-391 龍湫和尚四百年遠忌 天明7年 1787 9月9日 天龍寺 （記録なし） （記録なし） （記録なし） 掛物三幅不動尊三幅對 (記述なし) (記述なし) （記録なし）
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表10、【春屋妙葩の遠忌記録】






















隔蓂記 ①71 普明國師二百五十年忌 寛永14年 1637 8月13日 相国寺 宿忌、半齋、齋會 大智院（宿忌、半齋） 開山塔（齋會） 掛普明御影（鹿苑寺本か）、両脇大智之鶴繪、長卓三具足飾之。
大智院依小寺、被借開山塔、被執
行齋會也。 (記述なし)
隔蓂記 ①494・495 普明忌 寛永20年 1643 8月13日 相国寺 宿忌、半齋、 光源院（喫齋） 大智院（半齋） 普明遺像自讃之像被掛之也（鹿苑寺本か） (記述なし) (記述なし) (記述なし)




(記述なし) （記録なし） （記録なし） 借開山塔爲大智院 開山塔
相国寺史料 ④496-499 普明國師三百五十年遠忌 元文2年 1737 8月6日 相国寺 宿忌、半齋 大智院（宿忌、半齋） (記述なし) （記録なし） （記録なし） (記述なし) (記述なし)
相国寺史料 ④496-499 普明國師三百五十年遠忌 元文2年 1737 8月13日 相国寺 宿忌、半齋 （記録なし） （記録なし） （記録なし） （記録なし） (記述なし) (記述なし)






(記述なし) (記述なし) (記述なし) (記述なし) (記述なし)
相国寺史料 ⑥367-377 普明國師四百年遠忌豫修 天明7年 1787 7月5日 相国寺 宿忌、半齋 鹿苑院（宿忌、半齋） (記述なし) (記述なし) (記述なし) (記述なし) (記述なし)
相国寺史料 ⑥367-377 普明國師四百年遠忌豫修 天明7年 1787 8月13日 相国寺 齋會 (記述なし) 方丈（齋會） 方丈飾、室中普明國師畫像五幅之内、左右黄龍・懶瓚二幅、（後略） (記述なし) (記述なし) (記述なし)
相国寺史料 ⑥367-377 普明國師四百年遠忌豫修 天明7年 1787 8月13日 宿忌、半齋等 (記述なし) 法堂（宿忌、獻粥大悲咒、轉供、焼香、半齋）
法堂須彌上、（中略）、請祖塔之木
像、（後略） (記述なし) (記述なし) (記述なし)











(記述なし) (記述なし) (記述なし) (記述なし) (記述なし)
相国寺史料 ⑨445-455 普明國師四百五十年遠忌厳修 嘉永3年 1850 3月13日 相国寺 宿忌、半齋 慈照院（宿坊）法堂（宿忌、半齋） (記述なし) （記録なし） （記録なし） (記述なし) 方丈
表11、【足利義満二百五十年忌の記録】







隔蓂記 ④213-215 足利義満250年忌 明暦3年 1657 4月12日 鹿苑寺 宿忌、半齋 (記述なし) 金閣（宿忌、半齋） 本尊 夢窓國師 鹿苑院殿 (記述なし)
隔蓂記 ④214・215 〃 明暦3年 1657 4月12日 鹿苑寺 齋 (記述なし) 方丈（居間・西間）（齋） 於方丈、掛在三幅一對探幽筆観音・鶴 於西間、而鹿苑院御自筆掛之也
・先淸衆直呼方丈居間
・前住・西堂衆者於奥書院、而休息 奥書院
隔蓂記 ④218・219 足利義満250年忌の評議 明暦3年 1657 4月20日 相国寺（圓光寺） 相談・評議 (記述なし) (記述なし) (記述なし) (記述なし)
來月六日鹿苑院殿之御年忌之事、
諸事有相談・評議。 圓光寺





方丈（齋） 三幅一対（方丈） 三具足（方丈） (記述なし) (記述なし)























天皇木像法座之上、居椅子也。 (記述なし) (記述なし) 晴雲軒仏殿
表12、【後水尾天皇に関するの遠忌記録】







隔蓂記 ①608-611 懺法（後陽成院之御正當之月） 寛永21年 1644 8月26日 仙洞御所 懺法、半齋（焼香、回向） (記述なし) 廣御殿之東間（懺法、半齋） 掛観音像於東方、（後略） (記述なし) (記述なし) (記述なし)
相国寺史料 ②188-193 同上 同上 1644 8月26日 仙洞御所 (記述なし) (記述なし) 廣御殿（懺法、半齋） 本尊水墨観音、牧谿筆、師讃 (記述なし) (記述なし) (記述なし)











隔蓂記 ①727-731 懺法 正保2年 1645 8月19日 仙洞御所 (記述なし) (記述なし) 如去年、東向之道場也（西之間） 今度自仙洞、御寄進之三幅壹對掛在之也。（観音猿猴） (記述なし) (記述なし) (記述なし)















隔蓂記 ②537-542 懺法（後陽成院三十三回御忌） 慶安2年 1646 8月18日 仙洞御所 懺法、半齋（拈香、回向） (記述なし) 富宮之御殿（廣御殿か？）
非三幅一對、而観音像一幅
也。（探幽筆） (記述なし) 先年者道場東向、今度者南向也。 西之御殿
隔蓂記 ②718-720 懺法 慶安3年 1647 10月11日 仙洞御所 懺法、半齋（回向） (記述なし) 南向之道場（懺法、半齋） 観音像一幅掛在之。 金燭三具足也。立花者池坊也。 (記述なし) (記述なし)













隔蓂記 ⑥109 八條宮（穩仁親王）盡七日忌 寛文5年 1665 11月21日 相国寺 齋 方丈（齋） (記述なし) (記述なし) (記述なし) (記述なし) (記述なし)

















隔蓂記 ⑥288-290 懺法（後光明院十三年之御忌之御冥福） 寛文6年 1667 9月3日 仙洞御所 懺法、半齋 (記述なし) (記述なし) 本尊相国常住之観音 (記述なし) (記述なし) (記述なし)
相国寺史料 ④22 後水尾法皇二十五回御忌 宝永1年 1704 8月19日 相国寺 宿忌、諷経（大悲呪）、修懺
祖塔（宿忌）
寶塔下（諷経） 凾丈（修懺） 中之間、掛物観音・猿猴之三幅對 圓明・金剛壽院宸翰、左右之掛 (記述なし) (記述なし)



























































































































































































































































































































































































































































































































自 元 日 至 五 日 轉 讀 大 般 若 経 修













轉 讀 大 般 若 経






四 月 十 七 日 亦 毎 月 亦 修 祭 酋





















六 月 十 七 日 就 于 山 門 之 上 為 天 下 御 祈 禱
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































近 衛 三 藐 院 殿
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天 皇 尊 像
開 山 国 師
掛 物 尊 氏 筆
掛 物 天 皇 筆
衣 笠 御 製 宸 翰
名 称
開 山 国 師 自 讃 像
天 皇 位 牌
色 紙 之 屏 風 　 一 双
唐 繪 十 六 羅 漢 　 貳 幅 対
開 山 国 師 墨 （ 筆 ） 蹟
卓
焼 物 鶉 （ 鶏 ） 香 炉
三 行 之 貳 幅 対




使 用 場 所
客 殿
金 閣 正 面 東
金 閣 正 面 東
金 閣 正 面 東
金 閣 正 面 中 央
金 閣 正 面 西
金 閣 巻 柱 東
金 閣 巻 柱 西
仏 壇 正 面 　 尊 儀 の 背 後
使 用 場 所
仏 壇 之 間 西 面
仏 壇 之 間 西 ノ 方 屏 風 之 内 也
仏 壇 之 間 引 廻
客 殿 中 間 左 右 南 向
書 院 上 床
書 院 上 床
書 院 上 床
書 院 下 床
参 考 資 料 ｎ
(
甲 乙 丙 丁 戊
)
　 〔 鹿 苑 寺 遠 忌 諸 記 録 （ 仮 ）
〕
丙 、 『 開 山 國 師 四 百 五 十 年 忌 記 録 』
、
寛 政 八 年
(
一 七 九 六
)  9 月 6 日
乙 、 『 鹿 苑 天 皇 三 百 五 十 年 忌 記 録 』
、
宝 暦 七 年
(
一 七 五 七
)  四 月 六 日
甲 、 『 鹿 苑 天 皇 三 百 年 忌 略 期 』
、
宝 永 四 年
(
一 七 〇 七

















































































天 皇 尊 像
座 帳
天 皇 尊 像
本 尊
開 山 国 師
天 皇 筆 物
常 光 国 師 墨 蹟
名 称
後 水 尾 院 与 鳳 林 和 尚 漢 和 軸
青 貝 卓
後 水 尾 帝 与 鳳 林 和 尚 狂 句 聯
（ 聖 護 院 道 晃 法 親 王 御 筆 ）
蒔 絵 衣 桁
手 拭 懸
銭 穀 讀 碑 図
牧 溪 禅 師 蘆 鴈
雪 村 山 水 図 　 対 幅
狩 野 永 真 虎 繪
本 尊 ・ 脇 立
十 六 羅 漢
舎 利
天 皇 木 像
開 山 國 師 木 像
歴 代 祖 師
掛 物 尊 氏 公 筆
掛 物 義 満 公 筆
衣 笠 御 製 宸 翰
使 用 場 所
方 丈 仏 壇
方 丈 中 間 南 側
閣 正 面 中 央
閣 正 面 東
閣 正 面 西
閣 巻 柱 東
閣 巻 柱 西
使 用 場 所
書 院 上 ノ 床
書 院 上 ノ 床
書 院 違 棚
書 院 北 ノ 方 内 縁
書 院 北 ノ 方 内 縁
書 院 下 ノ 大 床
書 院 下 ノ 大 床 （ 讀 碑 図 ノ ） 左 右
十 畳 之 間 床
六 帖 之 間
方 丈 （ 閣 ） 正 面 東
方 丈 （ 閣 ） 正 面 東
方 丈 （ 閣 ） 正 面 東
方 丈 （ 閣 ） 正 面 中 央
方 丈 （ 閣 ） 正 面 西
方 丈 （ 閣 ） 正 面 西
方 丈 （ 閣 ） 巻 柱 之 東
方 丈 （ 閣 ） 巻 柱 之 西
仏 壇 正 面 　 尊 儀 の 背 後
戊 、 『 鹿 苑 院 太 上 天 皇 四 百 五 拾 年 遠 御 忌 （ 預 修 ） 畧 記 』
、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 安 政 四 年
(
一 八 五 八
)  四 月 六 日
丁 、 『 鹿 苑 天 皇 四 百 年 忌 記 録 （ 略 記 ）
』
、
文 化 五 年
(
一 八 〇 八
























































「 究 竟 頂 」 　 後 小 松 院 宸 翰
本 尊 釋 尊
観 音 勢 至
後 水 尾 院 位 牌
後 光 明 院 位 牌
初 祖 ノ 像 （ 達 磨 か ？ ）
開 山 夢 窓 国 師 ノ 像
土 地 神 ノ 像 ア リ
鹿 苑 院 道 義 像
　 ※ 衣 ニ 笏 ヲ モ テ リ 衣 ノ 地 紋 サ ヽ ナ
リ
観 音
四 天 王 ノ 像
観 音
初 祖
夢 窓 ノ 像
前 住 鳳 林 承 章 ノ 畫 像 （ ニ 自 賛 ア リ ）
後 光 明 院 位 牌
後 水 尾 院 位 牌
公 方 家 四 代 ノ 位 牌





　 ※ 東 明 心 越 ノ 筆 ナ リ
名 称
子 建 山 水
山 水 　 趙 仲 穆 筆
山 水 　 相 阿 弥 筆 　 天 隠 讃
鳳 凰 弐 幅 對 　 永 真 筆
松 月 杜 鵑 　 相 阿 弥 筆 　 横 川 和 尚 讃
使 用 場 所
旧 金 閣 三 重 （ 層 ）
旧 金 閣 一 重 （ 層 ） 本 尊
旧 金 閣 一 重 （ 層 ） 本 尊 左 右
旧 金 閣 一 重 （ 層 ） 東 ノ 壇
旧 金 閣 一 重 （ 層 ） 西 ノ 壇
旧 金 閣 一 重 （ 層 ） 西 ノ 壇
旧 金 閣 一 重 （ 層 ） 西 ノ 壇
旧 金 閣 一 重 （ 層 ） 西 ノ 壇
旧 金 閣 一 重 （ 層 ） 西 ノ 壇
旧 金 閣 二 重 （ 層 ） 自 然 木 ノ 洞
旧 金 閣 二 重 （ 層 ） 四 隅
方 丈 ノ 仏 壇 本 尊
方 丈 仏 壇
方 丈 仏 壇
方 丈 仏 壇
方 丈 仏 壇
方 丈 仏 壇
方 丈 仏 壇
方 丈
方 丈 唐 戸 ノ 上
使 用 場 所
書 院 上 ノ 間 床
十 畳 間
書 院 上 之 床
書 院 下 ノ 床
書 院 上 ノ 床
参 考 資 料 ｄ 　 『 諸 巡 見 記 』
、
安 永 一 年 ～ 寛 政 七 年
(
一 七 七 二 ～ 一 七 九 五
)
参 考 資 料 Ａ 　 「 東 西 歴 覧 記 」 黒 川 道 祐 筆
( 『 近 畿 歴 覧 記 』 所 収
)































山 水 画 　 周 文 筆
卓 　 青 貝 唐 物
青 銅 一 輪 生 花 （ 花 生 ）
花 生 　 薄 バ タ
料 紙 箱 　 若 狭 塗
毛 氈 壱 枚 敷 　 火 鉢 鬼 面
鳳 凰 貳 幅 對 　 永 真 筆
花 生 砂 鉢
色 紙 屏 風 引 回 シ 　 毛 氈 二 枚 敷
蒔 絵 ノ 衣 桁
毛 セ ン 一 枚 敷 塗 盥
蒔 絵 手 拭 掛
毛 セ ン 一 枚 敷 　 南 蛮 手 炉
使 用 場 所
書 院 上 ノ 間 床




書 院 上 ノ 間 真 中
書 院 下 之 間 大 床
書 院 下 之 間 大 床
書 院 南 縁 西 側
書 院 南 縁 西 側
書 院 北 縁 西 側
書 院 北 縁 西 側
茶 亭 上 ノ 間
参 考 資 料 ｆ 　 『 巡 覧 期 』
、
文 政 六 年 ～ 弘 化 四 年
(
一 八 二 三 ～ 一 八 四 八
)
※ 什 物 の 記 述 は 弘 化 四 年
(
一 八 四 八
)
十 月 廿 八 日 の み
吉田　卓爾 （ 29 ）

















































































































釈 迦 画 像
左 彩 鳳 中 出 山 右 白 鳳
中 文 殊 左 右 瀧
観 音





中 布 袋 左 右 山 水
補 陀 山 観 音 石 摺 像
大 宋 経 山 佛 鑑 禅 師 画 像
開 山 七 朝 帝 師 尊 像
同
常 光 國 師 慈 像
照 山 和 尚 像
西 咲 和 尚 慈 像
鳳 林 和 尚 自 賛 壽 像
同 　 自 賛 慈 像
丹 崖 座 元 像
文 雅 和 尚 自 賛 像
同
性 峰 和 尚 肖 像
無 聞 和 尚 肖 像
龍 門 和 尚 自 讃 像
三 甫 和 尚 自 讃 像
以 中 和 尚 肖 像
北 澗 和 尚 慈 容
蘭 谷 和 尚 像
鹿 苑 院 太 上 天 皇 尊 像
鹿 苑 院 太 上 天 皇 御 影
同 畫 像
天 神 像
北 野 天 神 々 影
歳 徳 八 将 神 像
霊 府 神 像
後 水 尾 院 衣 笠 宸 翰
同 　 和 漢 宸 翰
亀 山 院 和 哥 宸 翰
後 深 草 院 御 文
正 親 町 院 菊 和 歌 宸 翰
狂 句 聯 句
御 両 吟 狂 聯 句
中 和 門 院 御 文
本 覚 院 宮 御 筆
寶 鏡 寺 宮 逸 巌 尼 大 和 尚 御 筆
同 　 夢 窓 国 師 之 和 哥
寶 鏡 寺 宮 逸 巌 尼 大 和 尚 賜 詩
林 丘 寺 宮 御 筆
尊 氏 将 軍 筆
鹿 苑 天 皇 御 自 筆
東 照 宮 台 翰





















































































































































































































































































































































































































































































































































輪 門 御 筆
定 家 卿 色 紙
三 體 和 歌
園 大 納 言 書
長 谷 三 位 消 息
僲 臺 正 宗 公 消 息
板 倉 坊 州 書
夢 窓 國 師 真 蹟
同
同
普 明 國 師 真 跡
同
一 山 國 師 墨 蹟
常 光 國 師 真 跡
西 咲 和 尚 真 跡
同
鳳 林 和 尚 自 畫 賛
鳳 林 和 尚 遺 偈
同
同
蘭 谷 和 尚 印 状
文 雅 和 尚 付 導 廓 印 状
覺 巌 和 尚 印 状
性 峯 墨 跡
無 聞 号 偈
謝 上 堂 法 語
謝 三 頭 首 秉 拂 上 堂 法 語
鳳 林 和 尚 疏
無 聞 和 尚 山 門
同 　 同 門
以 中 和 尚 山 門
同 　 同 門
北 澗 和 尚 山 門
北 澗 和 尚 同 門
蘭 谷 和 尚 墨 蹟
文 雅 和 尚 遺 偈
僧 司 竺 隠 和 尚 筆
東 福 文 英 韓 長 老 真 跡
天 龍 妙 智 策 彦 和 尚 墨 蹟
天 竜 桂 洲 和 尚 筆
誠 拙 和 尚 真 跡
蕉 中 禅 師 墨 跡
同
同
慈 照 盈 冲 和 尚 筆
同
同
僧 司 天 嶺 大 和 尚 尚 歯 會 節 寄 合 書 畫



























































































































































































































































































































































































蘇 東 坡 画 賛
即 休 額 字
竹 筧 二 三 升 之 語
七 朝 帝 師 山 居 頌
五 言 一 聯
語 階 前 樹 拂 雲
除 夕 詩
送 大 中 保 公 往 對 馬 詩
蘭 谷 和 尚 製
維 天 和 尚 製
燕 鴻 軒 詩
鳳 林 和 尚 萬 年 入 院
西 咲 和 尚 入 寺
道 春 永 喜 登 城
辤 卋 狂 哥
印 状
金 地 普 済 禅 師 筆
勧 修 寺 殿 穂 波 殿 坊 城 殿
應 無 所 住 而 生 其 心
　 参 考 資 料 １ー ２
愚 極 和 尚 自 画 賛
唐 絵  伝 顔 輝
佛 頂 國 師 画 讃
毛 利 駿 河 守 様 筆
光 琳 筆
狩 野 養 朴 筆
参 考 資 料 １〔 鹿 苑 寺 蔵 中 諸 軸 物 牒 〕 を 目 録 化（
〔
鹿 苑 寺 文 書 1 9 1 5 〕
）
　 凡 例
　 １ 、 各 資 料 の 略 記 号 は 本 文 中 の 表 記 と 対 応 す る 。
　 ２ 、 作 品 の 同 定 に お い て 断 定 は 憚 ら れ る が 、 可 能





   付 す る 。
　 ３ 、 作 品 の 同 定 に お い て 、 複 数 の 作 品 が 候 補 と な
   る 場 合 は 、 略 記 号 に か え て 「 ※ 」 を 附 す る
　 参 考 資 料 １ー １
書 き 込 み
唐 絵
髙 泉 筆
狩 野 永 真 法 眼 筆
寶 鏡 寺 宮 御 画
巣 松 維 天 和 尚 讃
拝 求
常 信 画
文 雅 和 尚 寄 附
自 賛 　 巣 松 維 天 和 尚 書
寂 蓮 秋 夕 詠 哥 圖
書 き 込 み
後 水 尾 帝 与 鳳 林 和 尚
聖 護 院 道 晃 法 親 王 御 筆
後 水 尾 帝 与 鳳 林 和 尚
非 理 法 種 （ 権 ） 天 之 語
横 川 和 尚 讃
望 玉 蟾 畫
盈 冲 大 和 尚 賛
南 禅 西 厳 和 尚 賛
讃 勝 定 院 殿 義 持 将 軍 台 翰
三 首 和 哥 天 皇 之 御 詠
和 哥 之 筆 者 飛 鳥 井 栄 雅 也
菅 神 御 自 筆
太 虚 和 尚 讃




































































































厖 児 戯 帚 圖
諸 葛 孔 明
雨 降 鍾 馗 画
亀
虎
李 白 観 瀧 図
呂 洞 賓
三 農 夫
雪 中 看 書 之 図
童 子 学 字 之 圖
韓 退 之 騎 驢 之 図









明 人 鞬 南 書
寒 山 詩
董 堂 敬 義 書
曇 一 鳥 石 筆
宗 和 状
文 昌 帝 陰 隲 文










































































































































































































































































































































































澤 天 隠 賛
相 阿 弥 畫
周 文 筆
景 除 （ 徐 ） 和 上 賛
兆 殿 司 筆
書 き 込 み
参 考 資 料 １ー ３
維 明 禅 師 筆
維 明 禅 師 筆
無 染 和 尚 賛
若 冲 居 士 画
大 典 禅 師 書
汝 圭 畫
賛 雨 森 東 五 郎
繪 朝 鮮 蓬 庵
斗 米 翁
横 川 和 尚 賛
能 阿 弥 畫




若 冲 居 士 筆
大 典 禅 師 筆
花 生 之 添 状
蕉 中 禅 師 書
南 京 人 畫
朝 鮮 槐 園 筆
瑞 啚 筆
大 典 禅 師 筆
贈 鳳 林 和 尚 詩
髙 遊 外 筆
伊 年 筆
東 眠 筆
朝 鮮 王 樵 筆
朝 鮮 老 樵 自 画 賛
朝 鮮 蕉 園 筆
朝 鮮 松 庵 筆
足 利 筆
原 在 中 画
蕉 中 禅 師 賛
月 僲 畫
















































































































































































































































































































































































































































































































Rokuan-ji Temple or the Deer Garden Temple  is  located  in Kitayama, Kyoto and  is a 
renowned Zen temple  founded by Yoshimitsu Ashikaga who asked Muso Soseki  to be the 
first chief abbot. There  is much that remains unclear  in the tradition and character of the 
treasures existing  in Rokuon-ji,  including chinzo  (portraits of Zen monks)  and works of 
calligraphy. While there has been heightened interest in recent years in the fantastic art that 
is  related  to Zen culture,  there are  few opportunities  to examine  faith  in Zen Buddhist 
temples. In particular, studies on the relation between faith and works of art in Rokuon-ji in 
the early modern period are practically nonexistent. In this paper, we first examine a variety 
of  existing materials  and  gather  a wide  range  of  information  about  the  process  of 
transmission and the ways of using the treasures existing in Rokuon-ji temple. Second, based 
on the results of this activity, we focus in particular on examples of the ways of using the 
treasures in the anniversary records, comparing them to the status of Shokoku-ji Temple, the 
head temple of the Rinzai sect, studying the functions and roles the various treasures possess. 
Based on the above results, we conclude by summarising the state of faith and its transition 
in Rokuon-ji Temple in the early modern period.
Keywords:  Rokuon-ji temple, Shokoku-ji temple, Zen art, Horin Josho, Kakumeiki (the diary of 
Horin Josho) 
近世鹿苑寺における信仰と美術（ 32 ）
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